
 

概要報告書  

 

 
注） 上記の報告書は、助成対象団体が作成した報告書です。（公財）日工組社会安全財団では、
記載された事業の内容等に関するお問合せには対応できませんのでご了承ください。 

事業種別 広域安全事業 

団 体 名 特定非営利活動法人 非行克服支援センター 

事 業 名 「非行」専用 電話無料相談会の開催 

「非行」少年の家族を対象に、以下のような相談会を実施した。  

①春の「非行」なんでも無料相談会    2013年 5月 5日～8日の 4日間 

②夏の「非行」なんでも無料相談会  2013年 8月 29日～9月 1日の 4日間 

 子どもが非行に走ってしまうと、家族はそのつらさと共に、誰にも相談できない苦しい

思いがある。この相談会では、わが子が非行に走った経験を持つ親を含めて、弁護士

や家裁関係者などの相談員が対応した。相談員数は各回 29名ずつであった。 

 5 月の相談会の相談件数は 4 日間で 28 件。対象少年の年齢は、15・16 歳がトップ

で、20 歳を超えた年齢もあった。北海道から沖縄まで各県よりあった。「初めて子ども

のことを話せた。見放そうと思っていたが頑張る」の声があり、相談員も励まされた。 

8 月相談会の相談件数は、４日間で 36 件。夏休み終盤で、家出・傷害事件等が多

かった。18歳がトップの８人で、16・15・13歳と続いた。男女比は男 78％・女 22％。ＴＢ

ＳＴＶが初日午後のニュースで紹介、共同通信社による地方新聞への配信があった。     

 

また、相談員スキルアップのための研修会を、2013 年 8 月 11 日、東京都千代田区

にて実施し相談員 19 名が参加した。講師は、能重真作（当センター理事長）、小柳恵

子（ファミリーセラピスト当センター理事）

で、4 時間にわたり、多様な実際の相談

を再現するなど、内容の濃い研修となっ

た。直後の夏の相談会では、この研修が

役に立ったとの報告も多く、スキルアップ

研修は、重ねて行う必要があると実感さ

れた。 

 

助成団体には大変感謝いたします。 

 

夏の相談会の様子から。電話 4 台で対応。 


